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一般共同研究（インキュベーション研究）

高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索

中塚　武（名古屋大学大学院環境学研究科）

本研究は、樹木年輪同位体比などの新しい古気候プロキシ―から得られる高時空間分解能の気候変動データを、日

本における過去約 2 千年間の歴史・考古学の知見に重ね合わせることで、干ばつや洪水などの気候変動に対して、人
間社会が、どのような応答をしたのかを詳細に解析することを目指している。本年度は、1）高分解能古気候学の現

状のレビューのための国内・国際ワークショップの開催、2）古気候データを迅速に取得するための試料収集ネット

ワークの構築と分析手法の革新、3）歴史・考古学者との具体的な連携の模索、に取り組んだ。その結果、日本及び
アジア各地で様々なプロキシ―による高分解能古気候復元が進行中であり、新しく開発した樹木年輪セルロースの超

高速度分析法と組み合わせれば、必要な古気候データの取得が期間内に十分に可能であること、更に本研究が、歴史・
考古学者の研究課題とも合致して、様々な具体的な協力が得られるものであることが確認できた。

ミクロネシア地域における社会変化―自然・社会環境と人々の生活

野田伸一（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）

ミクロネシア地域ではグローバリゼーションや気候変動の影響を受け、伝統的な社会の崩壊とともに自然・社会環
境が悪化している。本地域の島嶼国は環海性・隔絶性・狭小性という地理的な困難性を抱え、脆弱な経済からの脱却
は容易なことではない。しかし、人々は先進諸国の政策に翻弄されながらも、誇りを持って生きてきており、その生

活の多様性は尊重されなければならない。本研究の目的はミクロネシア地域における自然・社会環境の変化がどのよ
うに個人の生活に影響しているかを明らかにし、地域社会のエンパワーメントにつながる生活改善策の提言をするこ

とである。研究期間中、ミクロネシア連邦ポンペイ州のポンペイ島と離島（モキール環礁とピンゲラップ環礁）で自

然・社会環境との調査を実施し、地元の行政機関や研究機関と意見交換を行った。この成果は地球研 IS シンポジウ

ムを開催して報告した。

下流汚染蓄積型湖沼の水環境問題と未来可能性

福島武彦（筑波大学大学院生命環境科学研究科）

霞ヶ浦など下流汚染蓄積型湖沼における水環境問題の現状と流域と湖沼において 50–100年スケールで生じる可能性

のある問題を、地球研での勉強会、筑波大学での会議、個人インタビュー、及びメール会議において議論した。今後

の研究課題を明確にすることを目的として、水利用、人と湖のふれあいの観点で持続性、未来可能性を失わせるストー

リーラインとそれに関わる仮説を検討するとともに、海外でこうした特性をもつ湖沼を探し、情報収集を行った。また、

指数をベースとして下流汚染蓄積型湖沼の定義を試み、こうした観点で霞ヶ浦での流出水量、濃度を解析した。また、

水道水利用が行われている国内 4湖沼を対象に、水利用の観点で相互比較を行うスキームを作り、定量的に比較した。

最後に、湖沼流域に持続性指標を当てはめるために指標の選択を行い、また人々が湖沼をどの程度意識しているかを

定量的に捉えることを目標に、霞ヶ浦に関わる新聞記事件数を 30年程度にわたって調べ、その変化を考察した。

東アジア生業交錯地域における水と人間の歴史と環境

村松弘一（学習院大学東洋文化研究所）

本研究は、東アジアにおける農耕とその他の生業が交錯する地域を「生業交錯地域」と位置づけ、当該地における

人間と水の関係を軸とした「地域環境史」の構築を目的とする。生業交錯地域は自然・人為的に環境変化を起こしや
すい地域でもある。地域の問題を通して地球環境問題の解決にむけた提言をおこなうことを将来的な目標とする。本

年は、フィールドとして設定した「Ⅰ北方交錯地域」「Ⅱ西南交錯地域」「Ⅲ東南交錯地域」「Ⅳ交錯地域ネットワー

ク」に関係して参加研究者の事例に即して議論した。華北における水利碑文、西北地区での河川流量復原、貴州・雲
南少数民族の山林経営、黄河と黄土高原の環境史、自然資源の管理と中国史などの水に関するテーマについて討論し

た。今後はキーワードとして「水利共同体」と「自然資源の管理」に着目し、自然科学（「郷土樹種」の探索）・社会
科学（環境法の執行とガバナンス）を関連させた研究体制を確立する。
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メコン川に依存する人々の食・栄養状態と疾病の変遷

渡部久実（琉球大学熱帯生物圏研究センター）

メコン川流域への日本の対応は、「日本・メコン地域パートナーシップ・プログラム（2007 年）」や「グリーン・
メコンに向けた 10年」イニシアティブ（2009年）で、パートナーシップの強化、貿易・投資の拡大と共に地球・気
候変動問題や貧困削減・感染症対策へメコン地域諸国と一緒に取り組むことが明確にされている。このようにメコン
川流域の経済開発は急ピッチで進みつつある中で、日本の ODA支援を補完する地球環境学的取組は急務と考えられ

る。本研究では、地球規模での経済・環境変化の影響を直接に受けているメコン川の農・水産資源を糧として生活す
る人々に焦点を当て、経済発展による住民の食生活・栄養状態の変化が風土病と称される感染症を含む疾病への抵抗
性（免疫能）の変遷を明らかにし、流域住民の安全保障のボトムアップをどのように図ることが出来るかを探ること

とした。
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地球研創設以来、活動を進めてきた研究推進センターは、2007年 10月 1日から新たに研究推進戦略センター

（CCPC：Center for Coordination、 Promotion and Communication、以下、CCPCと称する）として改組された。CCPCは、

地球研の基本理念に基づき、既存の学問分野の枠組みを超えた地球環境学の構築に向けて戦略的な基盤作りを行うた

めに設けられたものである。

CCPCは、地球研の研究プロジェクトを多面的に支援し、得られた研究情報や成果を集積・発信し、さらに新たな
研究を創出するための戦略を策定する重要な機能を担っている。その機能を実現するために、CCPCに機動的な 3つ

の部門を配置した。それらは、（1）戦略策定部門、（2）研究推進部門、（3）成果公開・広報部門である。

（1）戦略策定部門：

地球環境学の構築に向けて、地球研で中心的な役割を果たす研究プロジェクトがどのような課題を設定してどのよ

うな方法を通じて研究を進めるかは最優先の事項である。このため、地球規模での地球環境問題、国内外の学術動向、

社会的な要請を踏まえながら、常に研究の基本方向を吟味・検討することが必要である。CCPCでは、完了及び進行

中のプロジェクトの課題や成果を統合しながら、研究所全体としての研究の基本方向と、評価をも含めた実施体制を

整えている。

このために、国内外における地球環境問題に対する研究の動向や社会的課題を調査分析して、地球研の役割や研究

プロジェクトのあり方を検証する。また、連携して研究を進める国内外の機関やさまざまな事業主体との協力関係を

拡大・強化する。
第二期中期目標中期計画期間においては、とくに戦略策定部門に基幹研究ハブを置いて、研究の基本方向を重点的

に検討し、プロジェクトを創出・展開していく予定である。
また、大学院教育を中心に、国内外の関係機関との教育に関する連携の仕組みを整えながら、地球環境学の構築の

一環として、環境教育の体系と人材育成のあり方についての検討を進める。

（2）研究推進部門：

地球研では、人と自然の相互作用環の解明を大きな目的として、日本はもとより世界各地で調査や観測を実施し、

採取された多種多様な研究試料について分析や解析を行っている。安定同位体や DNAなどの情報は相互作用環に関

する研究を推進する上で有効であり、CCPCが中心となって最先端の分析機器の整備や実験手法の開発を行っている。

研究推進部門の事業内容はインターネットを通じて所外にも公開し、全国の大学・研究機関との協働を通じて異分野
交流と施設利用の促進を図っている。

また、プロジェクト制により研究を進める地球研では、その研究成果を蓄積し、地球環境学の構築へつなげてゆく

取り組みが不可欠である。このため、研究推進部門では研究の成果と情報に関する「地球研アーカイブス」を構築す

るとともに、研究プロジェクトや研究所が実施したさまざまな活動の記録を利用可能な形で次世代に残す取組を行っ

ている。

（3）成果公開・広報部門：

地球研で蓄積された研究成果をどのように活用するのか、そしてどのように研究者コミュニティや一般社会に伝え

るのかは重要な課題である。CCPC では、市民セミナーや地域連携セミナーなどの講演会、ニューズレターや『地球

研叢書』などの出版物の発行を通じて地球研のさまざまな発信・広報活動を行うとともに、国内外の機関との連携に
よるシンポジウムの開催、小中高校への出張授業などの独自の企画を通じて、地球研の研究成果や地球環境学の考え

方を伝える活動を行っている。

機関間連携の促進

CCPCでは、研究活動、講義、大学院教育などに関する地球研と国内外の機関との連携を促進するためのさまざまな

活動を行っている。一例として、「広域アジアにおける地球環境情報ネットワーク拠点創出事業（通称：地球環境情報

ネットワーク）では、環境研究や地域研究にかかわる 19大学の 24の研究組織（センター・研究所等）が参加し、各組
織が持つ研究情報を、大学共同利用機関としての地球研が主導して共同利用を実施するための基盤づくりを進めた。

研究推進戦略センターの概要と活動
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1.地球研国際シンポジウム
第 5回地球研国際シンポジウム（RIHN 5th International Symposium）

地球研の本研究プロジェクト（3本）が 2011年 3月で終了するにあたり、地球研としての研究成果を広く世界に

発信するために、第 5回地球研国際シンポジウム「多様性の過去と未来」を 2010年 10月 13日－ 15日に地球研講演

室にて開催した。詳細は下記のとおり。

＜プログラム＞

オープニングセッション

10月 13日 （水）

司会：UYAR, Aysun（総合地球環境学研究所） 

開会の挨拶：立本成文（総合地球環境学研究所所長）

シンポジウムの趣旨説明：NILES, Daniel（総合地球環境学研究所）

 

基調講演

Cosmovison and Co-evolution of Bio-cultural Systems and Crop Diversity in Agrarian Landscapes: Consolidating an Alternative 

Paradigm for Agriculture and Conservation

　EYZAGUIRRE, Pablo （Bioversity International, CGIAR）

基調講演

Conservation and Adaptive Management of Globally Important Agricultural Heritage Systems (GIAHS)

　KOOHAFKAN, Parviz (FAO)

セッション 1　Landscape as a Source of Cultural Diversity

司会：内山純蔵（総合地球環境学研究所）&中村　大（総合地球環境学研究所） 

Towards the East Asian Landscape Convention: Nurturing Diversity Via the Protection of Everyday Life-Worlds 

　LINDSTRÖM, Kati（University of Tartu, Estonia）

Torrents of Diversity: the Future of the Past in Riverine Landscapes 

　KANER, Simon（Sainsbury Institute for the Study of Japanese Arts and Cultures, UK）

A Historical Perspective for Mountainous Landscape in Hida, Central Japan 

　小山修三（総合地球環境学研究所）

Making Alternative Landscape with Local Feelings － A Case of Silsangsa Buddhist Temple and People － 

　CHO, Kyoung-Mann (Mokpo National University, Korea)

ディスカッション 

10月 14日 （木） 

セッション 2　On the Nature and Culture in Agrobiodiversity 

司会：細谷　葵（総合地球環境学研究所）、鞍田　崇（総合地球環境学研究所）

Before Monoculture: Archaeogenetics and the Diverse Field 

　JONES, Martin K. （University of Cambridge, UK）

Cattle Biodiversity in Past and Present in South to East Asia 

　万年英之 （神戸大学）

Diversity and Breeding of Flowering Cherry in Japan 

　中村郁郎 （千葉大学）

Genetic Diversity of Rice in Japan: Social, Environmental and Historical Dimensions 

　佐藤洋一郎 （総合地球環境学研究所）

研究成果の発信
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ディスカッション 

コメンテーター：羽生淳子（RIHN / University of California, Barkley, USA）

セッション 3　Biodiversity and the Wisdom in Agrarian Landscapes 

司会：湯本貴和（総合地球環境学研究所）、辻野　亮（総合地球環境学研究所） 

Is there Satoyama in Europe? 

　RACKHAM, Oliver（Corpus Christi College, UK）

The History of Semi-natural Grasslands in the Japanese Archipelago: Changes of Human Activities and Persistence of Grassland 

Habitats 

　須賀　丈（長野環境保全研究所）

Exploitation and Conservation of Forest Resources in a Mountain of Early Modern Japan 

　白水　智（中央学院大学）

Sustainability, Collapse and the Role of Management Appeared in the Satoyama's History of Natural Resource Use 

　大住克博（森林総合研究所関西支所）

ディスカッション 

10月 15日 （金） 

セッション 4　Summary and Round-Table Discussion 

司会：窪田順平（総合地球環境学研究所） & NILES, Daniel（総合地球環境学研究所）

セッション 1の要約　内山純蔵（総合地球環境学研究所）

セッション 2の要約　細谷　葵（総合地球環境学研究所）

セッション 3の要約　湯本貴和（総合地球環境学研究所）

コメント

　EYZAGUIRRE, Pablo（Bioversity International, CGIAR）

　KOOHAFKAN, Parviz（FAO）

アジェンダ設定 

総合討論 

閉会の辞：秋道智彌（総合地球環境学研究所副所長）

2.地球研フォーラム
「地球環境問題とは何か？」「総合地球環境学とはどういうものか？」「それでなにがわかるのか？」「地球環境問題

は将来どうなっていくのか？」「地球環境問題は解決できるのか？」このような疑問に答えるべく地球研フォーラム

では、地球研の理念、研究成果に基づき将来を見越した具体的な問題提起を行い、議論を促す。とくに「地球環境問

題の根源は、人間の文化の問題」という観点を重視する。

 本年度は第 9回目を下記のとおり開催した。

第 9回地球研フォーラム「私たちの暮らしのなかの生物多様性」

日時：2010年 7月 10日（土）

会場：国立京都国際会館

＜プログラム＞

所長挨拶　立本成文（総合地球環境学研究所長）

趣旨説明

「生物多様性はなぜ大切なのだろうか？」  

　山村則男 （総合地球環境学研究所）
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講演

「生物多様性条約とはなにか」

　香坂　玲 （名古屋市立大学大学院経済学研究科）

「携帯電話とゴリラ ―身近で見えない意外な繋がり―」

　岡安直比 （WWF（世界自然保護基金）ジャパン自然保護室）

「食卓の上の多様性 ―おコメ、和牛、そして桜―」

　佐藤洋一郎 （総合地球環境学研究所副所長）

「持続的利用と収奪的利用を分つもの」

　湯本貴和 （総合地球環境学研究所）

「衡平な利益分配を促す市場のメカニズム」

　大沼あゆみ （慶應義塾大学経済学部）

パネルディスカッション

　香坂　玲、岡安直比、佐藤洋一郎、湯本貴和、大沼あゆみ

　司会：山村則男・阿部健一

3.地球研市民セミナー
地球研の研究成果を広く一般市民に情報提供することを目的として、2004年 11月から始まったものであり、2010

年度においては本研究所の講演室またはハートピア京都にて次のとおり計 5回開催した。

地球研研究スタッフが講師となり、地球環境問題を具体例に則して分かりやすく解説し、会場から熱心な質問が毎

回寄せられている。

第 38回　2010年 4月 16日　「キョウト遺産 vs.シブヤ遺産：まちの力を未来につなげる」

　中川　理 （京都工芸繊維大学大学院）、村松　伸 （総合地球環境学研究所） 

第 39回　2010年 6月 18日　「ねんてんさんに訊く “俳句と環境問題”」 

　坪内稔典 （佛教大学文学部）

第 40回　2010年 9月 17日「石油資源がなくなったとき、どうやって生活していきますか？―その２ 」

　鷹木恵子 （桜美林大学人文学系）、石山　俊（総合地球環境学研究所）

第 41回　2010年 11月 30日「神話から学ぶ人間と自然とのありかた―ボブ・サムさんによるストーリー・テリング」

　ボブ・サム （アラスカ クリンギット族）、羽生淳子 （総合地球環境学研究所／カリフォルニア大学バークリー校人

類学科）

第 42回　2011年 2月 15日  「水俣に学ぶ：公害から地球環境問題へ」

　原田正純 （元 熊本学園大学）

4.地球研地域連携セミナー
日本の地域ごとの環境と文化に関するさまざまな問題を、地球研の研究スタッフと地域の有識者が会し、地域の人々

とともに考え活発な議論を行う。2005年度より新たに始めたもので、2010年度は下記のとおり開催した。

第 8回地球研地域連携セミナー「多様性の伝えかた―子どもたちのための自然と文化」

日時：2010年 10月 10日 

会場：名古屋大学豊田講堂

主  催：総合地球環境学研究所、名古屋大学

後  援：愛知県、名古屋市、愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会、名古屋大学大学院環境学研究科、名古屋大学

大学院生命農学研究科、名古屋大学博物館、名古屋大学グローバル COEプログラム「地球学から基礎・臨床環境
学への展開」、中日新聞社 
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＜プログラム＞

開会挨拶：宮田隆司（名古屋大学理事・副総長）
趣旨説明

「多様性の未来」

　阿部健一 （総合地球環境学研究所）

基調講演

「人類は多様性とどのように付き合ってきたのか：グレート・ジャーニーの途上で」
　関野吉晴 （武蔵野美術大学）

講演１「生物多様性とどう接していますか」

　辻野 亮 （総合地球環境学研究所）  

講演２「多様性を感じる生きかた、考えかた」

　神松幸弘 （総合地球環境学研究所） 

講演３「野生動物たちが見る多様な世界」

　依田 憲 （名古屋大学大学院環境学研究科）

講演４「子どもたちが幸せに生きるために、自然とどうつきあうか」

　夏原由博 （名古屋大学大学院環境学研究科） 

パネルディスカッション 

　夏原由博、依田　憲、神松幸弘、辻野　亮

司会：阿部健一、横山　智 （名古屋大学大学院環境学研究科） 

閉会挨拶：立本成文 （総合地球環境学研究所長）

5.研究プロジェクト発表会
すべての研究プロジェクトの進捗内容について、プロジェクトリーダーが発表を行い、地球研の研究教育職員のみ

ならず事務職員や外部の共同研究者の前で質疑応答を行う。3日にわたる研究発表会には 430人が参加した。こうし

た全所的な取り組みと活発な意見交換は地球研における自己点検評価につながる重要な研究活動となっている。

日時：2010年 12月 8日、9日、10日

場所：コープイン京都

6.地球研セミナー
地球環境学の関わる最新の話題と研究動向を共有し、新たな研究の指針を得るために国内および海外の研究者を講

師として招へいし、地球研における研究活動と有機的な連携を実現するためにおこなうのが地球研セミナーである。

本セミナーは年間数回程度の頻度で開催し、多面的な研究課題を扱うものであり、比較的完成度の高いテーマの紹介

と議論に焦点を当てたものである。

第43回　2010年6月7日　「社会的プロセスと生態的プロセスを一つのモデルにする際の問題点：景観を事例として」

　MCCAULEY, Steve（Clark University / Worcester Polytechnic Institute）

第 44回　2010年 6月 17日　「ザンビアの食料安全保障、気候変動、土地利用：小規模農村世帯の脆弱性とレジリ

アンスのための空間分析とモデル」

　※第 31回レジリアンス研究会と共催

　EVANS, Tom（総合地球環境学研究所 /インディアナ大学地理学科）

第 45回　2010年 6月 29日　「地球環境問題にアカデミズムはどう貢献するのか―志としてのアジェンダ設定」

　※第 2回 EPM勉強会と共催 

　米本昌平（東京大学先端科学技術研究センター）
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第 46回　2010年 7月 8日　「中国の環境ガバナンス 」

　※第 8回中国環境問題ワークショップ と共催 

　包茂紅（総合地球環境学研究所 /北京大学歴史学系） 

第 47回　2010年 7月 8日　“Sustainable Development and Advancing Environmental Governance”

　TOEPFER, Klaus（Institute for Advanced Sustainability Studies）

第 48回　2010年 10月 27日　「持続可能性の新たな展望：研究、実践、そして教育」

　REDMAN, Charles L.（School of Sustainability, Arizona State University）

第 49回 2011年 2月 15日　「モンゴル草原に及ぼす気候と遊牧の影響―典型草原と乾燥草原を例に 」

　NACHINSHONHOR, Urianhai（総合地球環境学研究所 /モンゴル国立科学アカデミー植物研究所）

7.談話会セミナー
総合地球環境学研究所所員および客員教授、非常勤講師、外来研究員などの地球環境学に関連した個別のテーマに

ついて自由に発表を行い、研究者相互の理解と総合交流を図ることを目的としている。地球研における多様な研究分

野と方法について地球研セミナーともに、日常的な研究交流の場として重要な機能をもつものであり、ほぼ隔週の頻

度で談話会セミナーを実施している。

第 153回 2010年 4月 6日　「縄文・近世・現代における中大型哺乳類の分布変遷」
 辻野　亮（プロジェクト研究員）

第 154回 2010年 4月 20日　「漁業者参加型の超高解像度海洋予測システムによる近未来沿岸漁業－漁師にとって

その予測はありがたいのか？」

 中田聡史（プロジェクト研究員）

第 155回 2010年 5月 18日　“Agricultural Innovation, Land-Cover Change and Household Inequality: The Transition from 

Swidden Cultivation to Rubber Plantations in Laos PDR”

 EVANS, Tom（招へい外国人研究員）

第 156回 2010年 6月 1日　「宇宙から見た自然災害 －シベリアを例として－」

 酒井　徹（プロジェクト上級研究員）

第 157回 2010年 6月 15日　「気候モデルからみた地球温暖化」

 安富奈津子（プロジェクト上級研究員）

第 158回 2010年 6月 29日　「昆虫を指標に、持続的な森林利用を考える」

 岸本圭子（プロジェクト研究員）

第 159回 2010年 7月 6日　「病原性ウイルスの環境動態」

 本庄三恵（プロジェクト研究員）

第 160回 2010年 7月 20日　「生活環境における人間活動の実態解明の試み－ポータブル GPS及び加速度計を用い

た活動調査法の確立に向けて」

 蒋　宏偉（プロジェクト研究員）

第 161回 2010年 10月 5日　「環境 DNAを用いた魚類相把握のとりくみ」

 源　利文（プロジェクト上級研究員）

第 162回 2010年 10月 19日　「東南アジアにおける大規模森林開発と地域社会への影響」

 加藤裕美（外来研究員）

第 163回 2010年 11月 9日　「過去と現在における狩猟採集民の生活とその変化―歴史生態学からのアプローチ―」

 羽生淳子（招へい外国人研究員）

第 164回 2010年 11月 16日　「シベリアにおける地球温暖化」

 藤原潤子（プロジェクト上級研究員）

第 165回 2010年 11月 30日　「地域主義と環境ガバナンス：東アジアにおける地域経済協力の事例」

 UYAR, Aysun（助教）
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第 166回 2011年 1月 11日　「東シベリア永久凍土帯に分布する湧水群－それらは温暖化に対し脆弱なのか？－」

 檜山哲哉（准教授）

第 167回 2011年 1月 18日　“Wood Culture in Pre-Modern China and Wood Identification: Sculptures, Buildings, Excavated 

Remains”

 MERTZ, Mechtild（招へい外国人研究員）

第 168回 2011年 2月 1日　「ラオス北部のイネ在来品種の遺伝的多様性はどのように維持・保存されているか？」
 武藤千秋（プロジェクト研究支援員）

第 169回 2011年 2月 15日　「ウリの伝播を考える」

 田中克典（プロジェクト研究員）

第 170回 2011年 3月 1日　「退耕還林の理想と現実―中国の農村の未来可能性」

 松永光平（地域研究推進センター研究員 /中国環境問題研究拠点研究員）

第 171回 2011年 3月 15日　「日本列島におけるヒトの食生態の変遷と動物とのかかわり」

 石丸恵利子（プロジェクト研究員）

第 172回 2011年 3月 29日　「景観史研究の試み：「中国」文化形成の基層性と多様性」

 槙林啓介（プロジェクト上級研究員）

8.出版活動

8-1　地球研叢書
地球研の出版や成果の意味を学問的に分かりやすく紹介する出版物。2010年度は『魚附林の地球環境学－親潮・

オホーツク海を育むアムール川』を出版した。

第 1章　豊穣の海

オホーツク海との出会い／アイスコアに刻まれた北太平洋の環境変動史／氷河と海のつながり／オホーツク海の恵み

第 2章　鉄不足にあえぐ海

地球研プロジェクトの立ち上げ／アムール川という伏兵／太平洋の心臓としてのオホーツク海／植物プランクトン

を育む「鉄」／高栄養塩・高クロロフィルのオホーツク海と親潮
第 3章　国際チームをつくる

共同研究相手の探索／大河アムールを遡る

第 4章　フィールドワークを取り巻くさまざまな問題

プロジェクト始動／いくつもの予期せぬ問題／観測地の設定

第 5章　ひとつの仮説

海の豊かさとは？／オホーツク海と親潮はなぜ豊かなのか？／凍る海オホーツク海／海洋の熱塩循環／研究観測船

クロモフ号による仮説の検証

第 6章　大気から来る鉄は重要か

オクチャブリスキー村訪問／海洋への鉄降下量を見積もる方法／エアロゾルサンプラーからの情報／アイスコアか

らの情報／オホーツク海と親潮に降下する大気起源の鉄フラックス

第 7章　アムールリマンの謎

間宮林蔵以来の調査／淡水と汽水域の地球化学／アムール川が運ぶ溶存鉄の量／汽水域のトリック

第 8章　鉄を生み出す湿原

松永仮説／意外な事実／中露に負った陸域観測／無用の用としての湿原／鉄の供給源としての森林／鉄流出に与え

る人為的な影響／

第 9章　アムール川流域の土地利用変化とその背景

アムール川全流域における土地被覆・土地利用分類計画／変貌するアムール川流域／二〇世紀に生じたアムール川
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流域の土地利用変化／三江平原の土地利用変化／ロシアの森林開発

第 10章　数値モデルが語る鉄の未来

予防原則と数値モデル／海に鉄を流す／陸地の鉄／将来のシナリオ

第 11章　魚附林と巨大魚附林

魚附林／巨大魚附林としてのアムール川とオホーツク海・親潮／巨大魚附林をめぐる現状／風下・川下国家―日本
からみた巨大魚附林

第 12章　アムール・オホーツクコンソーシアムの設立へ
研究と実践／ヘルシンキ条約と HELCOM／アムール・オホーツクコンソーシアム設立
第 13章　平和環境圏構築と大学からの挑戦

コンソーシアムの次なる一手／平和環境圏の構築／大学からの挑戦

おわりに

参考文献

8-2 地球研ニュース：『Humanity & Nature Newsletter』
地球研として何を考え、どのような活動を行っているのか、また所員には誰がいて、どのような研究活動をしてい

るかなどの最新情報を、研究者コミュニティに向けて発信するもので、隔月で刊行している。2010年度は No.25～

No.30まで発行した。

9.プレス懇談会
総合地球環境学研究所の研究を社会に広く還元するための広報活動として、定期的にプレス懇談会を実施している。

地球研の主宰するシンポジウム、研究活動、出版、特筆すべき話題などに関する情報を積極的に提供し、社会との連

携に努めている。

なお、2010年度においては、以下のとおり計 4回開催した。

2010年 5月 11日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他 

2010年 9月 27日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他

2010年 12月 24日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他

2011年 3月 18日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他
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あ 青山　恵介 アオヤマ　ケイスケ 受託研究員

秋道　智彌 アキミチ　トモヤ 教授

安部　　彰 アベ アキラ プロジェクト研究員

阿部　健一 アベ　ケンイチ 教授

い 家田　　修 イエダ　オサム 客員教授

石川　智士 イシカワ　サトシ 客員准教授

石丸恵利子 イシマル エリコ プロジェクト研究員

石本　雄大 イシモト ユウダイ プロジェクト研究員

石山　　俊 イシヤマ シュン プロジェクト研究員

板山　朋聡 イタヤマ トモアキ プロジェクト研究員

市川光太郎 イチカワ コウタロウ プロジェクト研究員

井上　　元 イノウエ　ゲン 教授

岩崎　慎平 イワサキ　シンペイ 外来研究員

う WEBER, Steven A. ウェーバー　スティーブン 招へい外国人研究員

上杉　彰紀 ウエスギ アキノリ プロジェクト研究員

内堀　 基光 ウチボリ　モトミツ 客員教授

内山　純蔵 ウチヤマ　ジュンゾウ 准教授

梅津千恵子 ウメツ　チエコ 准教授

UYAR, Aysun ウヤル　アイスン 助教

え EVAWANI, Ellisa エヴァワン　エリサ 招へい外国人研究員

EVANS, Tom エヴァンズ　トム 招へい外国人研究員

お 大西　正幸 オオニシ マサユキ プロジェクト上級研究員

奥田　敏統 オクダ　トシノリ 客員教授

奥宮　清人 オクミヤ　キヨヒト 准教授

長田　俊樹 オサダ　トシキ 教授

か 嘉田　良平 カダ　リョウヘイ 教授

加藤　雄三 カトウ　ユウゾウ 助教

加藤　裕美 カトウ　ユミ 外来研究員

川﨑　昌博 カワサキ　マサヒロ 客員教授

川端善一郎 カワバタ　ゼンイチロウ 教授

き 岸本　圭子 キシモト ケイコ プロジェクト研究員

衣川　高志 キヌガワ　タカシ 特別共同利用研究員

金　　憲淑 キム ホンシュク プロジェクト研究員

木村　栄美 キムラ エミ プロジェクト研究員

く GUSEVA, Anna グーセワ アンナ プロジェクト研究員

草野　栄一 クサノ エイイチ プロジェクト研究員

窪田　順平 クボタ　ジュンペイ 准教授

久米　　崇 クメ　タカシ 特任准教授

鞍田　　崇 クラタ　タカシ 特任准教授

こ 小泉　　都 コイズミ ミヤコ プロジェクト研究員

神松　幸弘 コウマツ　ユキヒロ 助教

小坂　康之 コサカ ヤスユキ プロジェクト研究員

後藤　多聞 ゴトウ　タモン 客員教授

小林菜花子 コバヤシ ナカコ プロジェクト研究員

個人業績紹介
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小林　　舞 コバヤシ マイ 特別共同利用研究員

小山　修三 コヤマ　シュウゾウ 客員教授

さ 蔡　　国喜 サイ コクキ プロジェクト研究員

酒井　章子 サカイ　ショウコ 准教授

酒井　　徹 サカイ トオル プロジェクト上級研究員

坂本　龍太 サカモト リョウタ プロジェクト研究員

佐々木尚子 ササキ ナオコ プロジェクト研究員

佐藤洋一郎 サトウ　ヨウイチロウ 教授

し 柴山　　守 シバヤマ　マモル 客員教授

蒋　　宏偉 ショウ コウイ プロジェクト研究員

承　　　志 ショウ シ プロジェクト上級研究員

JORDAN, Peter David ジョーダン　ピーター　ディビット 招へい外国人研究員

せ 瀬尾　明弘 セオ アキヒロ プロジェクト研究員

関野　　樹 セキノ　タツキ 准教授

ZEBALLOS VELARDE, Carlos Renzo セバヨス ヴェラルデ　カルロス レンゾ プロジェクト上級研究員

た 髙原　輝彦 タカハラ テルヒコ プロジェクト研究員

立本　成文 タチモト　ナリフミ 所長

田中　　樹 タナカ　ウエル 客員准教授

田中　克典 タナカ カツノリ プロジェクト研究員

田中　広樹 タナカ　ヒロキ 客員准教授

谷口　真人 タニグチ　マコト 教授

ち ZHAO Tianbao チャオ　ティアンバオ 外来研究員

つ 辻野　　亮 ツジノ リョウ プロジェクト上級研究員

て 寺村　裕史 テラムラ ヒロフミ プロジェクト研究員

と 東城　文柄 トウジョウ ブンペイ プロジェクト研究員

豊田　知世 トヨタ トモヨ プロジェクト研究員

な NILES, Daniel Ely ナイルズ　ダニエル　イライ 助教

直江　将司 ナオエ　ショウジ 特別共同利用研究員

長尾　 誠也 ナガオ　セイヤ 客員教授

中島　経夫 ナカジマ　ツネオ 客員教授

中田　聡史 ナカダ サトシ プロジェクト研究員

中野　孝教 ナカノ　タカノリ 教授

中村　　大 ナカムラ オオキ プロジェクト研究員

中村　　亮 ナカムラ リョウ プロジェクト研究員

NACHINSHONHOR, Urianhai ナチンションホル　ウリヤンハイ 招へい外国人研究員

奈良間千之 ナラマ チユキ プロジェクト研究員

縄田　浩志 ナワタ　ヒロシ 准教授

に 西本　　太 ニシモト フトシ プロジェクト研究員

は 包　　茂紅 バオ　マオホン 招へい外国人研究員

JAGO-ON KAREN ANN BIANET ハゴオン カレン アン バーネット プロジェクト研究員

花松　泰倫 ハナマツ　ヤスノリ 外来研究員

HABU Junko ハブ　ジュンコ 招へい外国人研究員

濱田　　篤 ハマダ　アツシ プロジェクト上級研究員

林　　憲吾 ハヤシ ケンゴ プロジェクト研究員
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林田佐智子 ハヤシダ　サチコ 客員教授

早瀬紗也佳 ハヤセ　サヤカ 特別共同利用研究員

半田　克巳 ハンダ カツミ プロジェクト研究員

半藤　逸樹 ハンドウ　イツキ 特任准教授

ひ 檜山　哲哉 ヒヤマ　テツヤ 准教授

ふ 福井　希一 フクイ　キイチ 客員教授

福士　由紀 フクシ ユキ プロジェクト研究員

藤田　　昇 フジタ　ノボル 客員准教授

藤原　潤子 フジワラ ジュンコ プロジェクト上級研究員

ほ POKHARIA, Anil Kumar ポカリア　アニール　クマール 招へい外国人研究員

細谷　　葵 ホソヤ アオイ プロジェクト研究員

本庄　三恵 ホンジョウ ミエ プロジェクト研究員

ま 槙林　啓介 マキバヤシ ケイスケ プロジェクト上級研究員

増田　泰人 マスダ　ヤスヒト 特別共同利用研究員

松田　浩子 マツダ ヒロコ プロジェクト研究員

松永　光平 マツナガ　コウヘイ 研究員／拠点研究員

MADELLA, Marco マデッラ　マルコ 招へい外国人研究員

間藤　　徹 マトウ　トオル 客員教授

み MISHRA, Anoop Kumar ミシュラ　アヌープ　クマール 外来研究員

光谷　拓実 ミツタニ　タクミ 客員教授

源　　利文 ミナモト トシフミ プロジェクト上級研究員

宮嵜　英寿 ミヤザキ ヒデトシ プロジェクト研究員

む MEUTIA, Ami Aminah ムティア アミ アミナ プロジェクト研究員

村上由美子 ムラカミ ユミコ プロジェクト研究員

村松　　伸 ムラマツ　シン 教授

め MERTZ, Mechtild メルツ　メヒティル 招へい外国人研究員

も 門司　和彦 モジ　カズヒコ 教授

森　　若葉 モリ ワカハ プロジェクト上級研究員

や JASHENKO, Roman ヤシェンコ　ローマン 招へい外国人研究員

安富奈津子 ヤストミ　ナツコ 特任助教

谷田貝亜紀代 ヤタガイ　アキヨ 助教

山村　則男 ヤマムラ　ノリオ 教授

山本　圭香 ヤマモト ケイコ プロジェクト研究員

ゆ 湯本　貴和 ユモト　タカカズ 教授

よ 米澤　　剛 ヨネザワ　ゴウ 助教

ら RAZAFINDRABE, Bam Haja Nirina ラザフィンラベ バム ハジャ ニリナ プロジェクト上級研究員

り RIBA, Tomo リバ　トモ 招へい外国人研究員

れ LEKPRICHAKUL Thamana レクプリチャクル タマナ プロジェクト上級研究員

わ 渡邉　紹裕 ワタナベ　ツギヒロ 教授

渡邊三津子 ワタナベ ミツコ プロジェクト研究員

※職名は 2011年 3月 31日現在

（但し、2010年度途中で退職等した者については、退職等時の職名）
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付
録

1
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
の
構
成
（
所
属
機
関
）

単
位
：
人
（
の
べ
人
数
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

番
号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

総
数

総
合
地
球
環

境
学
研
究
所

大
学

大
学
共
同
利

用
機
関

公
的
機
関

民
間
機
関
等

そ
の
他

海
外
研
究
者

国
立

公
立

私
立

C
-0

5 
(F

R
5)

都
市
の
地
下
環
境
に
残
る
人
間
活
動
の
影
響

79
4

38
2

10
0

10
0

0
15

C
-0

6 
(F

R
4)

病
原
生
物
と
人
間
の
相
互
作
用
環

50
11

19
0

3
0

2
2

0
13

C
-0

7 
(F

R
2)

温
暖
化
す
る
シ
ベ
リ
ア
の
自
然
と
人
－
水
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
陸
域
生
態
系
変
化
へ
の

社
会
の
適
応

58
9

26
0

1
1

5
2

0
14

C
-0

8 
(F

R
1)

メ
ガ
シ
テ
ィ
が
地
球
環
境
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
：
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
と
未
来
可
能

性
に
向
け
た
都
市
圏
モ
デ
ル
の
提
案

33
6

15
0

5
0

0
2

0
5

D
-0

2 
(F

R
5)

日
本
列
島
に
お
け
る
人
間
－
自
然
相
互
関
係
の
歴
史
的
・
文
化
的
検
討

12
8

8
45

10
32

3
16

10
4

0

D
-0

3 
(F

R
3)

人
の
生
病
老
死
と
高
所
環
境
－
「
高
地
文
明
」
に
お
け
る
医
学
生
理
・
生
態
・
文
化
的
適
応

46
5

25
2

5
0

2
2

3
2

D
-0

4 
(F

R
3)

人
間
活
動
下
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩
壊
と
再
生

78
9

49
1

6
1

5
1

0
6

R
-0

3 
(F

R
4)

民
族
／
国
家
の
交
錯
と
生
業
変
化
を
軸
と
し
た
環
境
史
の
解
明
－
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
半
乾

燥
域
の
変
遷

10
5

7
49

6
21

5
1

1
3

12

R
-0

4 
(F

R
3)

熱
帯
ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
と
感
染
症

82
11

31
2

8
1

3
1

1
24

R
-0

5 
(F

R
2)

ア
ラ
ブ
社
会
に
お
け
る
な
り
わ
い
生
態
系
の
研
究
－
ポ
ス
ト
石
油
時
代
に
向
け
て

98
9

15
1

9
1

4
4

8
47

H
-0

2 
(F

R
5)

農
業
が
環
境
を
破
壊
す
る
と
き
－
ユ
ー
ラ
シ
ア
農
耕
史
と
環
境

97
13

28
2

11
5

13
7

5
13

H
-0

3 
(F

R
4)

環
境
変
化
と
イ
ン
ダ
ス
文
明

59
11

24
2

4
4

1
1

0
12

H
-0

4 
(F

R
4)

東
ア
ジ
ア
内
海
の
新
石
器
化
と
現
代
化
：
景
観
の
形
成
史

66
11

7
3

13
4

6
1

0
21

E-
04

(F
R

4)
社
会
・
生
態
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

37
5

19
0

2
0

2
1

1
7

嘉
田

PR
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
な
食
料
供
給
と
健
康
リ
ス
ク
管
理
の
流
域
設
計

20
4

7
1

0
0

1
0

0
7

石
川

FS
東
南
ア
ジ
ア
沿
岸
域
に
お
け
る
エ
リ
ア
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上

39
1

30
0

6
0

1
0

0
1

奥
田

FS
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
と
持
続
的
利
用
に
関
す
る

予
備
的
研
究

10
2

8
0

0
0

0
0

0
0

田
中
樹

FS
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
砂
漠
化
地
域
に
お
け
る
生
業
動
態
と
生
存
戦
略
の
展
望

7
0

5
0

0
0

0
2

0
0

田
中
広
樹

FS
長
江
流
域
の
水
循
環
と
水
問
題
：
急
激
に
変
化
す
る
中
国
の
人
間
活
動
と
自
然
の
相
互
作

用
40

1
24

1
1

0
3

0
0

10

長
尾

FS
能
登
半
島
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
た
め
の
環
境
半
島
学
の
提
言

28
0

24
2

2
0

0
0

0
0

林
田

FS
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
稲
作
・
畜
産
活
動
の
大
気
環
境
負
荷
の
研
究

-宇
宙
か

ら
の
人
間
活
動
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

29
2

13
2

4
0

7
0

0
1

福
井

FS
人
間
と
地
球
と
緑
の
あ
り
方

9
0

6
1

0
0

1
0

1
0

間
藤

FS
石
油
希
少
時
代
の
農
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

8
0

5
0

1
0

1
0

1
0

渡
邉

FS
灌
漑
の
歴
史
的
評
価
と
未
来

19
1

8
0

3
0

0
0

0
7

合
　
　
計

12
25

13
0

52
0

38
14

7
25

84
37

27
21

7

20
11
年

3
月

31
日
現
在





付録 2
研究プロジェクトの参加者の構成（研究分野）

単位：人（のべ人数）
プロジェクト
番号

プロジェクト名
分　　野

専門分野
自然系 人社系 複合系 総数

C-05(FR5) 都市の地下環境に残る人間活動の影響 43 24 12 79

（自然系）水文学、火山学、地下水学、地球システム学、地球化学、衛星測地学、地震学、環境解析学、生物地球化学、気象学、同位体水文学、地球熱学、測地工学、水文地形学、地下水利学・固定地球科学、海洋学、陸水物理学、地質学、地下熱学、海洋地質学、同位体年代学、地球環境学、資源生産
環境学、水文科学 
（人社系）社会開発学、環境経済学、地理学、政治学、環境工学、都市社会地理学、文化地理学・都市研究、社会経済学、マテリアルストック解析、歴史地理学、都市環境学、環境政策学、GIS、都市計画学、人口学、地下環境学、水資源学 
（複合系）環境保全学、環境動態学、地域環境学、地下熱学、地理学、地下環境学、地下水学、水資源学

C-06(FR4) 病原生物と人間の相互作用環 33 9 8 50

（自然系）ナノテクノロジー、生態学、魚類生態学、分子生物学、分子生態学、環境保全学、植物育種学、数理生態学、水域生態学、レジオネラの生態、行動生態学、安定同位体生態学、植物生態学、動物生態学、生態系生態学、環境資源地質学、同位体地球科学、環境毒性学、環境影響評価・環境政策、
環境動態解析、遺伝情報学、魚類生態学、医学、衛生・微生物学、微生物生態学、水産資源学、衛生学、水代謝システム 
（人社系）経済学、食文化、法学、環境経済学、社会学、地域環境科学、経済学 
（複合系）生態学、保健学、衛生学、医学、環境保全、環境医学

C-07(FR2) 温暖化するシベリアの自然と人－水環境をはじめとする
陸域生態系変化への社会の適応

44 11 3 58

（自然系）林学、陸水学、リモートセンシング、モデリング、生態水文学、地球科学、森林気象、植物生理生態学、動物生理生態学、保全生態学、生態系影響、土木工学、気象学、大気モデル、水・エネルギー循環、生態系モデル、同位体水文学、生態学、動物行動学、河川工学、水文学、気候学、海洋
物理・陸水学、林学、生態、環境保全、年輪年代学、凍土学、寒冷圏景観学、地球化学、大気化学、気象、森林科学、森林水文学、森林気象水文学、気候学、 
（人社系）社会人類学、国際関係論、社会学、政治学、文化人類学、ロシア経済、記述言語学、歴史学 
（複合系）大気化学、気象学、生態水文学

C-08(FR1) メガシティが地球環境に及ぼすインパクト：そのメカニ
ズム解明と未来可能性に向けた都市圏モデルの提案

7 10 16 33
(自然系）土木計画学、水文学、都市緑地計画学、都市持続性研究学、リモートセンシング 
（人社系）日本経済史、経営学（マーケティング／流通論）、蘭印経済史、宗教学、音環境学、地域資源管理学、地理情報システム、環境経済学、価値社会学 
（複合系）建築史、都市史、都市政策地域計画、植民地建築論、東南アジア都市史、建築史、イスラーム建築・建築史、都市計画・空間情報科学、都市再生学、都市計画学、西洋都市史、歴史都市人口学、経済地理学、華僑都市論

D-02(FR5) 日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的
検討

64 54 10 128

（自然系）生態学、森林生態学、自然人類学、動物生態学、安定同位体生態学、理論生態学、植物系統学、人類学、植物分類学、植物遺伝資源学、古環境学、霊長類学、動物考古学、繁殖生態学、生態人類学、環境デザイン学、植物学、年代測定学、同位体地球化学、古生態学、植物生態学、森林生物学、
自然地理学、植生史学、分子生態学、木材構造学、火山灰編年学、古生物学、集団遺伝子学、動物系統学、霊長類生態学、環境デザイン学、分子系統学、分子系統進化学、火山地質学、自然史学、木質科学 
（人社系）哲学、文化人類学、環境歴史学、民族学、考古学、歴史学、歴史経済学、言語民族学、民俗学、地理学、生態人類学、人文地理学、環境歴史学、環境経済学、コモンズ論、旧石器考古学、日本近代史 
（複合系）保全生物学、作物学、里域生態系学、景観資源学、古環境学、生態人類学、霊長類学

D-03(FR3) 人の生病老死と高所環境－「高地文明」における医学生理・
生態・文化的適応 22 8 16 46

（自然系）森林資源学、公衆衛生学、地生態学、心療内科、フィールド医学、循環器内科、時間医学、水資源生態学、自然地理学、生態学、霊長類学、森林科学、自然地理学、雪氷学、土壌学、牧畜生態学、気象、気候学、畜産学、老年病学、疫学、食品微生物学 
（人社系）民族植物学、資源経済学、人類学、アフリカ地域研究、中国思想史、自然学、チベット仏教、インド・チベット仏教史、考古学 
（複合系）フィールド医学、老年医学、在地農業、文化人類学、農業経済学、民族植物学、人文地理学、地域研究、農業経営学、写真、草地学、神経内科学、霊長類学、環境歴史学、森林生態学、山岳人類学

D-04(FR3) 人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生 56 19 3 78

（自然系）理論生態学、相互作用生態学、草原生態学、森林生態学、生態学、昆虫学、昆虫生態学、森林計測学、リモートセンシング、環境生態学、環境科学、物理環境学、数理生態学、土壌学、土壌科学、同位体生態学、森林土壌動物、植物分類学、遊牧生態学、熱帯生態学、菌類多様性科学、自然地
理学、凍土学、樹木生理生態学 
（人社系）文化人類学、社会学、環境経済学、農業経済学、人類学、環境社会学、民俗植物学、地理学、理論社会学、地域研究、地域開発学、政治学、経済学、地理学、ＧＩＳ 
（複合系）地域環境学、地球環境学

R-03(FR4) 民族／国家の交錯と生業変化を軸とした環境史の解明－
中央ユーラシア半乾燥域の変遷

54 40 11 105

（自然系）水文学、雪氷コア生物解析、氷河変動解析、土壌動態、気候変動解析、植生・森林生態解析、リモートセンシング解析、アイスコア解析、湖底堆積物解析、景観生態、自然地理学、土壌有機物モデリング、農地計画、雪氷学、リモートセンシング、水文モデリング、雪氷生物学、樹木年輪解析、
森林・草原生態系、灌漑計画、地形発達、第四紀学、変動地形、水同位体分析、水循環解析、考古学、衛星解析、生態系リスク評価、環境建築デザイン、景観生態学、灌漑農業システム、乾燥地水文・植物生理、雪氷コア、雪氷化学、地球化学、代替媒体と歴史文献の統合研究、植物・昆虫学、気候学、
雪氷水文学、森林科学、自然環境変動学、地質学 
（人社系）カザフ政治史、民族史解析、漢文文献解読・解析、遊牧システム解析、ペルシャ語文献解析、中国語文献解析、カザフ遊牧業調査、考古学、国際河川問題解析、宗教民族学、社会人類学調査、新疆史、新疆農業史、民族学、遊牧形態、東洋史、社会人類学、満州語文献解析、考古調査、政治学、
中央アジア開発史、カザフ近現代史、カザフスタン農学史、中国史、中央ユーラシア史、漢文資料解析、国際河川管理、環境政治学、西南アジア史、文化人類学、歴史学、宗教美術史 
（複合系）カザフ民族調査、地域研究、考古学、考古調査、地理調査、地質考古学、地理学、環境学

R-04(FR3) 熱帯アジアの環境変化と感染症 47 17 18 82

（自然系）感染症学、人口学、森林生態学、寄生虫学、環境疫学、気象変動と疾病、感染症疫学、生物人類学、公衆衛生学、環境微生物学、微生物学、臨床化学、感染症免疫学、環境保健学、マラリア学、寄生虫学、人口学、国際保健学、熱帯環境保健学、災害情報学、国際学校保健学、臨床検査学、昆
虫生態学、空間疫学、医昆虫学、疫学、気象学、熱帯医学、国際地域保健学、寄生蠕虫学、環境中毒学、人類生態学、免疫学、熱帯医学、同位体環境学、地域計画学、生態学、農学、陸水生態学 
（人社系）医学社会学、医療史、公共システムプログラム、文化人類学、医療人類学、国際協力、地域研究、社会人類学、国際地域保健学、国際医療協力、プロジェクトマネージメント、地理学、中国近代史、GIS、医学史、戦後経済史 
（複合系）人類生態学、集団健康学、保健計画学、国際農学、社会調査、保健政策学、公衆栄養学、国際地域保健学、情報学、疫学、公衆衛生学、地域情報学、東南アジア地域研究、看護学、健康教育、コモンズ研究、社会医療調査、行動疫学、国際看護学、情報地質学

R-05(FR2) アラブ社会におけるなりわい生態系の研究－ポスト石油
時代に向けて

55 28 15 98

（自然系）栄養生理学、生化学、森林生態学、菌類学、水圏生物情報学、生物音響学、動物生理学、水資源管理学、植物生理生態学、森林水文学、土壌水文学、植物生態学、緑化工学、GIS、海洋生物学、農芸化学、自然地理学、水文学、樹木生理学、樹木環境生理学、灌漑排水学、都市計画学、林学、
昆虫学、農業工学、食品科学、栄養生理学、雑草学 
（人社系）考古学、農業経済学、文化人類学、イスラム文化、民俗学、宗教人類学、歴史学、開発学、教育学、情報学 
（複合系）文化人類学、農村開発学、地理学、リモートセンシング GIS、造林学、建築学、景観生態学、建築史学、環境地形学、社会人類学、林学

H-02(FR5) 農業が環境を破壊するとき－ユーラシア農耕史と環境 42 46 9 97

（自然系）植物遺伝学、育種学、作物育種学、人類学、考古植物学、植物細胞遺伝学、植物分子遺伝学、分子遺伝学、農学、植物遺伝資源学、栽培植物起源学、花粉学、作物学、遺伝学、遺伝進化学、遺伝生態学、雪氷生物学、雑草生態学 、地球化学、同位体生物地球科学、植物学、植物細胞学、建築学、
植物生態学、古環境学、応用動物遺伝学、遺伝資源学、民族植物学 
（人社系）文化人類学、喫茶文化史、哲学、植物考古学、民俗学、日本文化史、考古学、中国古代史、楼蘭史、民族学、言語学、中山間地域経営学、人文地理学、自然学、地理学、東南アジア考古学、近世農村史、地域計画学、植物育種・遺伝資源探索、中国文学・シルクロード、日本考古学、アッシリ
ア学、美術史、日本史学、東洋史学 
（複合系）考古学、人類学、民族学、地理学、環境考古学、植物学、民族植物学、山岳人類学、縄文考古学、狩猟採集民考古学、歴史生態学

H-03(FR4) 環境変化とインダス文明 24 25 10 59
（自然系）農学、自然地理学、考古学、生物科学、地学、地震学、自然地理学、土木工学、水文学、地球科学、雪氷生物学、地球物理学、年代測定学、資源環境地質学、地質学、地形学、遺伝学、変形地形学、生態学、気候変動学 
（人社系）言語学、考古学、インド学、言語学（キナウル語）、経済学、文化人類学、西アジア史 
（複合系）考古学、DNA考古学、民族学、植物遺伝資源学、動物考古学、植物考古学

H-04(FR4) 東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史 5 41 20 66

（自然系）魚類学、景観工学、社会工学、微古生物学、食生活学 
（人社系）社会言語学、交易史、日本史学、哲学、英語学、宗教民俗学、民俗学、景観史学、日欧考古学、考古学、日本考古学、文化人類学、中国考古学、英文学、日本語学、中国民俗学、朝鮮考古学、中世史学、先史人類学、政治学、歴史学、情報電子工学、中世考古学、歴史地理、言語情報学、環境
社会学、人文地理学 
（複合系）環境考古学、景観論、先史人類学、生態人類学、民族学、景観考古学、考古学、民俗学、日本考古学、縄文・欧米考古学、文化人類学、景観工学、景観形成史、情報文化論、植物考古学、GIS考古学

E-04(FR4) 社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス 16 11 10 37
（自然系）大気物理学、土壌資源学、境界農学、リモートセンシング、土壌学、農業気象学、森林生態、作物学、雑草学、気象学、数理生態学、地理学 
（人社系）環境資源経済学、開発経済学、農業経済学、アフリカ地域研究、文化人類学、社会学、地理学 
（複合系）環境地理学、医療経済学、生態人類学、緩和医療学、土壌水文学、人類生態学、地理情報学、数理モデル

嘉田 PR 東南アジアにおける持続可能な食料供給と健康リスク管
理の流域設計

13 3 4 20
(自然系）土壌生態学、同位体環境学、環境化学、環境生態学、植物生態学、環境リスク疫学、有機化学、予防医学、湖沼環境学、地球科学、生物学、植物生態学、公衆衛生学 
（人社系）環境経済学、農業経済学、資源経済学 
（複合系）公衆衛生学、資源経済学、農村計画学、災害管理学

石川 FS 東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向
上

18 9 12 39
(自然系）沿岸域生態学、集団遺伝学、遺伝学、水産学、魚類学、砂浜生態系、サンゴ礁生態学、環境資源地質学、漁具漁法、水質分析、遺伝解析学、船舶工学、テレメトリー、砂浜生態系、沿岸生態学、熱帯林研究 
（人社系）地域開発、水産経済学、地域経済学、経済学、漁業経済、地域研究 
（複合系）保全生態学、水産学、文化人類学、国際水産開発学、地域研究、地域開発学、資源管理論、里海里山

奥田 FS ソフトランディングのための生態系サービスの最適化と
持続的利用に関する予備的研究

8 2 0 10 (自然系）生態学、動物生態学 
（人社系）社会学、民族生物学

田中樹 FS サハラ以南アフリカ砂漠化地域における生業動態と生存
戦略の展望

3 1 3 7
(自然系）土壌生態学、雑草学、熱帯土壌学 
（人社系）社会開発学 
（複合系）陸域生態系管理論、住環境学、地域開発学

田中広樹 FS 長江流域の水循環と水問題：急激に変化する中国の人間活動と自然の相互作用
19 11 10 40

(自然系）生物海洋学、気候学、森林生態学、生態水文気象学、地形学、海洋物理学、気象学、水文気象学、植物生態学、環境リモセン学、森林水文学、衛星気象学 
（人社系）社会学、人類学、環境経済学、農業市場学、民族学、地域社会学、農村社会学、環境社会学、環境政策、環境法 
（複合系）環境水文学、環境システム工学、砂防学、水資源工学、土木史学、環境アセスメント学、環境リモセン学、民族植物学

長尾 FS 能登半島における持続可能な社会構築のための環境半島
学の提言

17 2 9 28
(自然系）環境放射化学、生態学、公衆衛生学、微生物工学、大気科学、水文学、森林生態学、土壌学、有機地球化学、農業土壌学、地球化学、堆積学、脳情報病態学、脳老化・神経病態学、血液情報統御学 
（人社系）文化人類学、日本史 
（複合系）疫学、地理学、環境保全学、水文学、造園学、食品科学、保健学、地理学、リモートセンシング

林田 FS モンスーンアジア地域における稲作・畜産活動の大気環
境負荷の研究 -宇宙からの人間活動ウォッチング

19 0 10 29 (自然系）大気科学、リモートセンシング、地球化学、農学、灌漑排水学、インバースモデル、水文気象学、在地農業、環境農学 
（複合系）環境システム工学、農学、環境経済学、水文気象学、統計学

福井 FS 人間と地球と緑のあり方 4 5 0 9 (自然系）細胞生物学、育種学、環境工学、分子生物学 
（人社系）地域研究、宗教学、文化人類学、理論経済学、農政学

間藤 FS 石油希少時代の農をデザインする 5 2 1 8
(自然系）植物栄養学、遺伝生態学、土壌肥料学 
（人社系）農業経済学、食品科学 
（複合系）科学一般

渡邉 FS 灌漑の歴史的評価と未来 9 6 4 19
(自然系）地球水循環システム、環境動態解析、自然災害科学、水工水理学、地域計画学、灌漑排水学、環境情報学、土壌学、農地環境工学、農業土木学、水環境工学、地域資源環境学 
（人社系）文化人類学、経済人類学、地理学、イスラーム美術史、イスラーム文化史、考古学、社会学 
（複合系）地球環境学、農業土木学、灌漑排水学、農村計画学、水資源環境学、水文環境学

総　　　　　　計 627 384 214 1225
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研究プロジェクトの主なフィールド（国名は通称名）

ヒマラヤ・チベット、（インド・ラダーク、中国・青海省、インド・アルナーチャル、ブータン）および、他の高地との比較

人の生老病死と高所環境―「高地文明」における医学生理・生態・文化的適応

スーダン半乾燥地域、エジプト・シナイ半島、アルジェリア・サハラ砂漠、
サウディ・アラビア紅海沿岸

アラブ社会におけるなりわい生態系の研究
―ポスト石油時代に向けて

R-05

中央ユーラシア半乾燥地域のカザフスタン、中国にまたがるイリ河およびその周辺地域

民族／国家の交錯と生業変化を軸とした
環境史の解明―中央ユーラシア半乾燥域の変遷

R-03

ジャカルタ都市圏

メガシティが地球環境に及ぼすインパクト：
そのメカニズム解明と未来可能性に向けた都市圏モデルの提案

C-08

フィリピン、ラグナ湖周辺地域

東南アジアにおける持続可能な食料供給と健康リスク管理の流域設計
PR

降雨量など環境変動の大きいザンビア（南部州、東部州）を中心とした
半乾燥熱帯地域の農村社会

社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス
E-04

D-03

東南アジア熱帯林（マレーシア・サラワク）、中央アジア草原（モンゴル）

人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生
D-04

琵琶湖（日本）、アーハイ（中国雲南省大理市）、ピン川（タイ、チェンマイ）

病原生物と人間の相互作用環
C-06

日本列島

日本列島における人間-自然相互関係の歴史的・文化的検討
D-02

東京・大阪・ソウル・バンコク・ジャカルタ・マニラ・台北などのアジア沿岸都市を含む流域

都市の地下環境に残る人間活動の影響
C-05

本  研  究

プレリサーチ

東アジア内海（日本海沿岸と東シナ海沿岸）

東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史
H-04

FR

PR

FS

ロシア　サハ共和国、レナ川流域

温暖化するシベリアの自然と人―水環境をはじめとする陸域生態系変化への社会の適応
C-07

熱帯モンスーンアジア（ラオス、バングラデシュ・雲南）

熱帯アジアの環境変化と感染症
R-04

ユーラシアに点在する農耕遺跡、東アジア・東南アジアおよび熱帯島嶼部の焼畑

農業が環境を破壊するとき―ユーラシア農耕史と環境
H-02

インド亜大陸の西北部、パキスタンのシンド州およびパンジャーブ州からインドのハリ
ヤーナー州、ラージャスターン州、グジャラート州にかけて広がるインダス文明地域

環境変化とインダス文明
H-03
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